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本書の目的 

本書は、SCL200の設置にあたり、設置場所側でご準備いただく付帯工事および付帯設備の要件を整理したも
のです。設置計画の立案、施工業者への見積依頼、導入可否のご検討にご活用ください。 

 

⚠ 付帯工事は、電気事業法・電気工事士法・高圧ガス保安法・消防法・労働安全衛生法等および地域条例に従
い、有資格の施工業者により実施してください。本書の内容に基づく工事の妥当性・適法性・施工結果について弊
社は責任を負いかねます。 

 

 

1. 製品概要 
SCL200は、定格200Wのパルス発振ファイバーレーザーを搭載した、空冷式のレーザークリーナーです。パル
ス方式のため母材への入熱を抑えられ、精密なクリーニングやデリケートな素材への対応に向いています。強

制空冷方式を採用しており、チラーや冷却水は不要です。AC100V電源に対応しており、一般的な単相100Vコ
ンセントで動作します。 

1.1　主要仕様 

製品名 ファイバーレーザークリーナー　SCL200 

レーザー方式 パルス発振ファイバーレーザー　1064nm（空冷式） 

定格レーザー出力 200W／出力調整範囲　10〜100% 

周波数調整範囲 1〜3000kHz 

パルス幅調整範囲 13〜500ns 

レーザー照射範囲 幅130×高さ130mm（F254レンズ）　※スイング設定によっては、照射範囲を狭
く設定しないとレーザーが正常に照射されない場合があります 

最大スキャン速度 35,000mm/s　※照射モード・スイング幅の設定により低下 

連続照射可能時間 連続照射は2分まで。2分経過後は、数十秒程度のインターバル（休止）を設け
ること（オーバーヒート防止） 

照射モード 直線/楕円/長方形/波線/グリッド/スパイラル/花びら/8の字 

レーザークラス クラス4（IEC/JIS C 6802） 

入力電源 AC100V　50/60Hz　10A 



電源ケーブル長さ 5m 

消費電力（目安） 最大1000W 

外形寸法（W×D×H） 330×530×470mm 

本体重量 約30kg 

トーチ重量 800g（ファイバーケーブル長　4m） 

2. 設置スペース・搬入 

2.1　必要スペース 

対象 外形寸法 (W×D×H) 質量 備考 

本体 330×530×470mm 約30kg キャスター付き 

トーチ ― 約800g ファイバーケーブル4mの範囲
内で作業 

 

■ 本体周囲のクリアランス 
・​ 前面：操作パネル・点検のためのスペースを確保してください。 
・​ 背面・側面：内蔵されたレーザー発振器は自己冷却のためファンを搭載しています。排熱スペースを設ける
ため、壁から1m程度の間隔を確保してください。 

・​ ファイバーケーブル（4m）の範囲内に作業エリアを設定してください。 
・​ ファイバーケーブル内の光ファイバー破損を防ぐため、製品の使用中は最小曲げ半径（150mm）を必ず守
り、踏みつけや過度な捻じれが発生しないよう配線・運用してください 。 

2.2　搬入要件 

梱包寸法・重量 幅420×奥行690×高さ540mm　約34㎏ 

搬入経路幅・天井高 製品が通過できる開口・通路幅を確認してください 

運搬方法 本体重量が約30kgと軽量なため、台車等での搬入が可能です　 

2.3　設置面・床 

設置面 水平・無振動の屋内床 

床耐荷重 本体重量（約30kg）に対し十分な耐荷重を確認してください 

固定 キャスター付きのため、運用時は必ずストッパーを固定してください 

3. 設置環境条件 

動作環境温度 15〜30℃ 

動作環境湿度 75%以下（結露なきこと、清潔で埃が少ない環境） 

保管温度 5〜40℃　湿度：75%以下 

設置場所 屋内・直射日光を避ける・埃の少ない場所・平坦かつ無振動な場所 



結露対策 

高温多湿環境では結露が生じる場合があります。結露が想定される環境では室

内空調または除湿機による温湿度管理を推奨します。また、冬季などに急激に

室温を上げた際にも結露が生じる危険があります。機器が室温に馴染んでから

電源を入れてください。 

4. 電源設備 

4.1　電源仕様 

消費電力（目安） 最大1000W 

入力電圧 AC100V 

周波数 50/60Hz 

定格電流 10A 

電源ケーブル長さ 5m 

接続方法 
一般的なAC100Vコンセントへの接続で使用可能です。他の機器と共用する分
岐回路では合計電流にご注意いただき、専用回路（専用コンセント）のご用意を

推奨します。 

4.2　周辺機器の電源 

SCL200本体はAC100V・10Aで動作しますが、別途ご用意いただく集塵機およびエアーコンプレッサーは、本体
とは別に電源が必要です。 

設備全体の必要容量は選定する機種によって大きく異なります。既設の分電盤に空き容量があるか、幹線の増

設が必要かによって工事規模が変わりますので、機種選定の段階で電気工事業者にご相談ください。 

4.3　接地 

感電防止のため、電源プラグにアース端子があります。アース端子付き（接地極付）コンセントに接続してくださ

い。既設コンセントに接地極がない場合は、電気工事士による接地極付コンセントへの交換が必要です。  

4.4　電気工事の施工者要件 

既設のAC100Vコンセントをそのまま使用する場合、特別な電気工事は通常不要です。専用回路を新設する場
合や、設置場所の配線に不安がある場合は、電気工事士の資格を有する施工者にご相談ください。 

4.5（参考）発電機使用時の留意事項 

屋外現場等で商用電源が確保できない場合は、発電機での運用も可能です。SCL200の最大消費電力は目安
1000W（AC100V・10A）ですが、起動時の突入電流や、集塵機・エアーコンプレッサーを同時に使用する場合
の合計消費電力を考慮して容量を選定してください。 

発振器・制御系はスイッチング電源を使用しているため、電圧・周波数の変動や波形の歪みは誤動作・故障の

原因となります。インバータ制御方式（正弦波出力）の発電機をご使用ください。発電機から直接給電する場合

は、発電機の接地（機器接地および中性点接地）を施工してください。接地を行わないと、発電機に内蔵された

漏電遮断器が動作しません。感電防止用漏電遮断器の要否および感度電流については、電気工事業者にご

確認ください。 

なお、電気事業法に基づく保安規程の届出や電気主任技術者の選任の要否は、SCL200の消費電力ではなく、
使用する発電機の定格出力によって決まります。内燃力発電設備で定格出力10kW未満であれば通常は不要
ですが、10kW以上の場合は自家用電気工作物に該当し、届出等が必要となります。 



5. 冷却設備 
SCL200は強制空冷方式を採用しており、外部チラー・冷却水は不要です。レーザー発振器は内蔵ファンによる
自己冷却、トーチ（振鏡部）は自然冷却（ファン等を持たない方式）です。 

冷却方式（発振器） 空冷（内蔵ファンによる自己冷却） 

冷却方式（トーチ／振鏡部） 自然冷却（冷却水・ファンなし） 

必要設備 外部チラー・冷却水・保護ガスは不要 

 
■ 連続照射に関する運用上の注意（オーバーヒート防止） 
・​ 連続照射は2分までとしてください。2分経過後は、数十秒程度のインターバル（休止）を設けてから再開し
てください。 

6. 圧縮空気設備 
SCL200のトーチは、レンズ保護のため圧縮空気（エアーコンプレッサー）の接続が必須です。 

6.1　基本仕様 

供給圧力 推奨：吐出圧力0.6MPa以上　／　上限：1.0MPa（超過すると製品破損のおそ
れがあるため、必ず減圧器で調整してください） 

接続管 

製品側には、R1/4 ハイカプラプラグ（日東工器 KK130P-02MS相当）が取り付
けられています。 
ご使用のエアホース径や接続方法に適合する「日東工器ハイカプラ20型シリー
ズ等に対応したソケット（メス側）」をご用意ください。 

アシストエア流量 0.6MPa時の実吐出空気量で150L/min以上推奨 

6.2　推奨圧縮空気品質 
JIS B 8392-1:2012（ISO 8573-1:2010）クラス［2:5:2］以上を推奨します。 

項目 クラス 規格値 

固体粒子 クラス2 — 

水分 クラス5 圧力下露点 +7℃以下 

オイル クラス2 全油分 0.1 mg/m³以下 

6.3　必須機器（ユーザー側手配） 

・​ オイルレスエアーコンプレッサー 
・​ フィルターレギュレーター（ミストセパレーター付） 

6.4　注意事項 

・​ エアーコンプレッサーのエアーに含まれる水分・油分・塵は、レンズ等の光学部品の損傷や加工品質の低
下を招きます。 

・​ 上記品質を確保できない場合、保護レンズ破損のリスクが高まり、消耗品交換コストが増加します。 

7. 換気・集塵設備 



レーザークリーニング中に煙・臭気・金属ヒューム・微粒子が発生します。SCL200本体に集塵機能は備わって
いないため、設置場所側に換気・集塵設備を設置してください。 

7.1 換気・集塵設備の要件  

項目 内容 

局所排気（一次対策） トーチ作業位置の付近に可搬式または据置式の集塵フード・集塵機を設置し、
ヒューム・微粒子を発生源付近で捕集してください。 

全体換気（二次対策） 局所排気で捕捉しきれない煙・臭気が室内に拡散するため、給気・排気を確保し
た全体換気を設置してください。 

集塵機の仕様 対象素材によっては粉塵爆発のリスクがあるため、素材に合わせて機種を選定
してください。またフィルタ種類・交換コストを考慮してください。 

給排気口の構造 
レーザー光が外部に漏れない遮光構造（ルーバー・L字経路ダクト等）としてくだ
さい。集塵機への吸引フードやダクトホースは、難燃性または不燃性（金属製
等）のものを使用してください。 

有害物質対応 除去対象物（塗膜・錆等）だけでなく、母材やめっきの材質によっても規制の適用
が変わります。除去対象物および母材の成分を事前に確認してください。 

7.2 法令上の取扱い  

局所排気装置の設置・移転・変更にあたっては、労働安全衛生法第88条により、工事開始の30日前までに所
轄労働基準監督署長への届出が必要です。ただし届出の対象となるのは、粉じん障害防止規則・特定化学物

質障害予防規則・鉛中毒予防規則等の規定により設置が義務づけられた局所排気装置に限られます。 

これらの規則は、加工方法ではなく取り扱う物質および作業の種類によって適用が決まります。レーザークリー

ニングは粉じん障害防止規則の特定粉じん発生源に該当せず、特定化学物質障害予防規則の金属アーク溶

接等作業にも該当しません。そのため、普通鋼の錆・スケール除去のように、除去対象物にも母材にも規制対

象物質を含まない場合には、集塵機は法令上の義務に基づかない任意設置の設備となり、届出の対象とはな

りません。ただし、粉しんは少なからず発生するため、集塵機・防じんマスクの使用と換気設備の整備を推奨し

ます。 

一方、次の場合は規制対象となることがあります。旧塗膜では、鉛系さび止め塗料（鉛丹等）は鉛中毒予防規

則、鉛クロメート・ジンククロメート等のクロム酸塩系防錆塗料は特定化学物質障害予防規則の適用を受ける可

能性があります。母材側でも、ステンレス鋼・高合金鋼では六価クロム化合物やニッケル化合物、マンガン含有

鋼ではマンガン、カドミウムめっき材ではカドミウムがヒュームに含まれる可能性があり、いずれも特定化学物質

障害予防規則の対象物質です。該当する場合は、局所排気装置の設置・届出に加え、作業主任者の選任、作

業環境測定、特殊健康診断、局所排気装置の定期自主検査（1年以内ごと）が必要です。作業対象の材質およ
び成分を事前にご確認いただき、判断に迷う場合は所轄労働基準監督署にご相談ください。 

8. レーザー安全区画 
SCL200はレーザークラス4です（IEC 60825-1 / JIS C 6802）。波長1064nmのレーザー放射は、直接・拡散反
射のいずれも眼・皮膚に重大な傷害を与えます。パルス方式のため平均出力は200Wですが、瞬間ピーク出力
は10kWを超えており、平均出力の数値以上に注意が必要です。手持ち式のためビーム方向が固定されない
点にも特にご注意ください。 

必要な措置（基発第0325002号「レーザー光線による障害の防止対策について」） 



措置項目 内容 

専用区画の設置 

部屋またはパーテーションにより、レーザー光が外部に漏れない構造としま
す。手持ち式のため全方向を遮光してください。区画材には、レーザー光を透
過せず、燃焼しない材料(金属板等)を使用してください。ビニールカーテン、樹
脂シート、木材、溶接用遮光カーテンは、レーザーが当たった際に貫通・発火
するおそれがあるため使用できません。  

管理区域の表示 立入禁止標識・警告表示の設置 

立入制限 関係者以外が立ち入れないよう、扉などに必要に応じてインターロックを設
置。本体背面に外部IF用入力端子あり  

レーザー機器管理者の選任 使用方法・安全性を熟知した者を任命 

光路の遮へい・内壁材料  

レーザーが当たる可能性のある壁面・床・背面には、光沢のある金属板や鏡
面仕上げの材料を使用しないでください。表面がなめらかな材料はレーザー
を一方向に強く跳ね返すため、作業者や周囲の人に向かう反射光（二次被ば
く）が生じます。つや消し塗装、粗面加工された金属、耐熱性のある不燃ボー
ド等、光を散らす材質を選定してください。    

緊急停止 キーコントロール・緊急停止スイッチを設置（本体に付属） 

保護具 波長1064nm対応の保護メガネ（OD7以上）、難燃性作業衣 

健康管理 前眼部（角膜・水晶体）検査、眼底検査 

安全衛生教育 作業者への安全教育の実施 

9. 防火・消防対応 

消火器 

作業エリア近くに消火器を設置（電気火災の初期消火にはCO₂消火器が有効
ですが、アルミニウムやマグネシウム等の可燃性金属粉じんが発生する作業
の場合は、絶対にCO₂や水を使用せず、金属火災用消火器または乾燥砂をご
用意ください） 

可燃物の管理 除去された塗料・油脂等が可燃物となる場合があります。加工エリア周辺の養
生・清掃を実施してください。 

周囲環境 爆発性ガス・蒸気・ミスト・粉体・粉塵が発生する場所では使用しないでください 

10. 保護具（ユーザー側準備） 

保護具 仕様・備考 

保護メガネ 波長1064nmで光学濃度7以上のもの 
※本体に1個付属。作業者・周囲の人数分を別途ご準備ください 

防じんマスク 金属ヒューム・除去粉じん対応 

作業衣 皮膚の露出の少ない難燃性素材を推奨 

手袋 保護手袋（メンテナンス・対象物取扱用） 

耳栓・イヤーマフ 本体の冷却ファンに加え、集塵機・エアーコンプレッサーが同時に稼働する環境
では騒音レベルが高くなります。作業環境の実測値に応じてご準備ください。 

※ペースメーカー装着者は医師が安全と判断した場合を除き本製品に近づかないようにしてください。 

11. 騒音・振動 



本体（冷却ファン） 最大80dB（冷却ファン、機器から1m） 

集塵機・エアーコンプレッサー 連続的な騒音源となるため、設置場所の選定および隣室・近隣への配慮が必要 

合成騒音  

本体・集塵機・エアーコンプレッサーが同時稼働する場合、合成騒音は各機器

の単体値を上回ります。等価騒音レベルが85dB(A)以上となる場合は、「騒音
障害防止のためのガイドライン」に基づき、作業環境測定、聴覚保護具の使用、

聴力検査等の措置が必要となります。設置後に実測のうえご判断ください。  

振動対策 本体内部の発振器は冷却ファンを搭載していますが、チラーやエアーコンプレッ

サー等の大型可動部品は無く、大きな振動は発生しにくい構成です。 

12. 廃棄物処理 
運用に伴い発生する廃棄物は廃棄物処理法および地域条例に従い適正処理してください。 

廃棄物 処理区分・注意事項 

除去された錆・金属粉じん 産業廃棄物（金属くず・鉱さい等）として分別してください。 

除去された塗料・被膜くず 鉛・クロム等含有の場合は特別管理産業廃棄物となる場合があります。
成分確認を事前に実施してください。 

集塵機内の捕集粉じん アルミ・マグネシウム等は粉じん爆発・自然発火リスクがあります。専門
業者に相談してください。 

使用済みフィルター 付着粉じんの成分に応じた区分で処理してください。 

使用済み消耗品（保護レンズ等） 産業廃棄物として処理してください。 

13. ユーザー側準備品リスト 

№ 品目 内容・備考 

1 電源設備 AC100V電源、アース対応コンセント。集塵機・エアーコンプレッサー用
の電源は別回路として確保（機種により単相200V／三相200Vが必要）  

2 集塵・排気設備 集塵機（局所排気フード）、ダクト、全体換気設備 

3 圧縮空気設備 
オイルレスエアーコンプレッサー、フィルターレギュレーター（ミストセパ
レーター付）　エアー品質：JIS B 8392-1 クラス[2:5:2]以上　ハイカプラ
ソケット、ホース、ホースバンド 

4 保護メガネ 波長1064nm対応・光学濃度7以上。作業者数分 

5 防じんマスク 金属ヒューム・除去粉じん対応 

6 作業衣・手袋 難燃性素材を推奨 

7 聴覚保護具 耳栓またはイヤーマフ。作業環境の騒音実測値に応じて準備 

8 消火器 CO₂消火器を推奨。可燃性金属の粉じんが発生する場合は金属火災
用消火器または乾燥砂 

9 レーザー安全区画 専用区画（部屋またはパーテーション）、立入禁止表示、警告表示、必
要に応じインターロック 

10 搬入用機材 台車 等 

14. 設置前確認チェックリスト 



■ 設置スペース・搬入 

□　本体およびトーチの設置スペースと保守スペースを確保した 
□　トーチの作業エリア（ケーブル4mの範囲内）を確保した 
□　搬入経路の幅・天井高が製品寸法を上回ることを確認した 
□　床は水平・無振動で、床耐荷重が十分であることを確認した 
□　本体周囲の吸気・排気スペースを確保した 

■ 設置環境 

□　室温15〜30℃・湿度75%以下を維持できる環境を確認した 
□　高温多湿時の結露対策を検討した 

■ 電源設備 

□　AC100V電源（10A）を確保した 
□　専用回路（専用コンセント）の要否を確認した 
□　アース端子を確認した 
□　集塵機・エアーコンプレッサー用の電源（別回路）を確保した  
□　（発電機を使用する場合）定格出力と電気事業法上の届出要否を確認した 
□　（発電機を使用する場合）燃料の貯蔵・取扱いについて所轄消防署に確認した  

■ 冷却設備 

□　連続照射2分・インターバル数十秒のルールを作業者に周知した 

■ 圧縮空気 

□　圧縮空気（オイルレスエアーコンプレッサー）を準備した 
□　ハイカプラソケット・フィルターレギュレーター（ミストセパレーター付） を準備した 
□　圧縮空気の清浄度（油分・水分・塵の除去）を確保した 

■ 換気・集塵 

□　局所排気設備（集塵フード・集塵機）を設置した 
□　全体換気の給気・排気経路を確保した 
□　給排気口はレーザー光が外部に漏れない遮光構造とした 
□　除去対象物および母材・めっきの含有成分（有害物質の有無）を確認した 

■ レーザー安全・防災 

□　レーザー安全区画（パーテーション・扉・標識）を整備した 
□　レーザー機器管理者を選任した 
□　保護メガネ（波長1064nm対応）を作業者・周囲の人数分準備した 
□　防じんマスクを準備した 
□　消火器（対象素材に適合するもの。金属火災時は乾燥砂等）を設置した  
□　安全衛生教育を実施した（または計画した） 
□　騒音レベルを確認し、必要に応じて聴覚保護具を準備した 
□　ペースメーカー装着者への周知方法を定めた  

■ 廃棄物・その他  

□　除去対象物の成分から発生する廃棄物の区分を確認した 



□　産業廃棄物処理業者を確保した（特別管理産業廃棄物に該当する場合は許可の範囲を確認） 

15. 関連法令・規格 

法令・規格 関連事項 

電気工事士法 電気工事の有資格者による施工 

電気設備技術基準の解釈 配線・接地等の技術基準 

労働安全衛生法 レーザー光線による障害の防止対策（クラス4） 

特定化学物質障害予防規則 除去塗料・金属ヒューム発生作業の管理（成分による） 

消防法 危険物・可燃物の管理、消火設備の設置 

廃棄物処理法 産業廃棄物の適正処理 

JIS C 6802 レーザー製品の安全基準（クラス4） 

電気事業法 発電機（10kW以上）を使用する場合の届出（発電機使用時のみ） 

各地域条例 地域ごとの届出・規制 

16. お問い合わせ窓口 

会社名 株式会社smartDIYs 

電話 050-5527-0894 

お問い合わせフォーム https://www.smartdiys.com/contact/support/ 

受付時間 平日 9:00〜12:00 / 13:00〜17:00 

対応形態 電話・メール・ビデオ通話でのご案内 

以上 

株式会社smartDIYs 
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